
JAMSTEC
平成11年 3⽉23⽇

海洋科学技術センター

海洋⾳響トモグラフィーの運⽤状況について

1. 経緯
海洋科学技術センター（理事⻑ 平野拓也）は、中部熱帯太平洋におけるエルニーニョ
等 の観測のため、海洋⾳響トモグラフィーシステム5基（注1︓図1）を平成10年12⽉
23⽇か ら平成11年1⽉3⽇の間に設置し（図2）、約１年にわたる⻑期観測を実施して
いる。この 観測データの⼀部は海⾯ブイ（注2）を⽤いてリアルタイムで陸上に送信さ
れている。

2. これまでの成果
陸上に送信されてきた⽔温データと同時期に直接海域で計測した⽔温はよく⼀致してい
る ことが確認された(図3）。また、実験開始直後の1⽉18⽇頃に⼀時的な⽔温の上昇
が観測 されたが、2⽉初旬には⽔温の低下（200m深度で2度程度）が⾒られた。その
後、この1ヶ ⽉間を通じては、⽔温が低下しており、この現象がラニーニャ現象（注
3）に結びつくか 否かに注⽬し、引き続き観測をすることとしている（図4）。

3. 機器の現状
4号機、3号機、2号機が、本年の2⽉14⽇（8時），2⽉20⽇（18時）、3⽉5⽇（18
時）の定 時送信（注4）を最後に各々の通信が途絶えており、リアルタイムでのデータ
受信はなさ れていない。現在正常に動作している1号機及び5号機からの衛星データ解
析から、2号機、 3号機及び4号機の⽔中下にあるトランシーバ(注5）は、スケジュー
ル通りに⾳源の発⾳が 作動しており、全てのデータが正常に記録されているものと推
定される。

4. 今後の予定
平成11年12⽉までこのまま観測を⾏い、エルニーニョ現象などの解明に向けて、デー
タを 収集する。その後、海洋調査船「かいよう」の航海において全基を回収するとと
もに、蓄 積されているデータを取り出した後、本格的な観測データの解析を実施する
予定である。 また、海⾯ブイの通信途絶についても、原因究明及び対策を施し、平成
12年1⽉に再設置 する予定である。

・200Hz送受信システム係留系
・海⾯ブイ構造図
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注1＊海洋⾳響トモグラフィーシステム
医⽤のＸ線ＣＴと同じ原理で、Ｘ線の代わりに⾳波を使って、海の中で種々な⾓度から
⾳ 波を出したり受けたりして、海の中の⽔温や流れのＣＴ像を写し出そうとするも
の。

注2＊海⾯ブイ
データ伝送⽤のインマルサット送受信機とトモグラフィー内のクロック校正⽤のＧ Ｐ
Ｓ受信機を搭載、⽔中のトランシーバとは⻑さ約3000ｍの伝送ケーブルで接続されて
い る。
海⾯ブイの機能は、

a. データ送信 ︓８ＫＢ蓄積後、観測データを送信（不定期）
b. 定時送信  ︓⼀⽇⼀回送信、⽇本時間０時
c. アラーム送信︓海⾯ブイが漂流した時、３時間毎に位置情報を送信
d. 受信窓   ︓毎週⽔曜⽇に陸上からのコマンドを受信するために、受信機を起

動している時間。

注3＊ラニーニャ現象
エルニーニョとは逆に、熱帯太平洋の中央部から東部にかけて海⾯⽔温が平年より低く
な る現象。東⽇本や⻄⽇本の夏の気温は⾼温傾向が強く、冬の気温は低温傾向が強
い。

注4＊定時送信
１⽇１回決められた時間に海⾯ブイの位置や電池電圧等を送信する。

注5＊トランシーバ
海中で⾳波を送受信するための⾳源（⽔中スピーカー)と受波器（⽔中マイクロホ
ン），電⼦回路等で構成されるトモグラフィーシステムの中⼼部。電⼦回路には、⾼精
度 クロック，データ処理・記録器，⾳源駆動⽤アンプ等が含まれ、トランシーバ間の
⾳波の 正確な伝搬時間が計測される。また、海⾯ブイが流失した場合に備えルビジウ
ム原⼦発振 器を内蔵しており、クロックの校正を⾏う機能を持っている。
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